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表紙説明

イワタボルトが開発した、安価

で高性能のロックネジ<IBロッ

ク〉とロックナット <UPSナッ

ト＞の形状と性能を図案化したも

のです。詳しくは《シグマ》70の

p,8～p. 13と《シグマ》72のp、
11を御覧下さい。

誌名〈シグマ＞の由来

くシグマ〉はギリシャ語のアルファベットZ (Sigma)で，

微積分では總体の和を表す記号となっております。 「ねじ」

は基本的には，①回転運動を直線運動にかえて物体を移動さ

せる送りねじと，②その性質を利用して物体を組み立てる締

付けねじとの， 2つの機能と役割があります。この2つが夫々

独自な働きをしながら，同時に不可分のものとして一体的に

結びつき， トータルコストの削減へとつながる，それがイワ

タボルトの最適締結システムです。それを總体の和と輪をもっ

て進めたいとの願いを秘めたのがシグマです。

〈シグマ＞72号 1995年3月17日

編集発行イワタボルト㈱社長室
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3月には米国本社完成

今年は一段とグローバルな展開を
岩田社長が賀詞交歓会で挨拶

Promotemoreglobaldevelopment,Presidentlwataemphasized
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イワタポルト （株）の平成7年(1995年）賀

訶交歓会は1月20日（金）午後2時半から東京・

西五反田の本社ビルで，仕入先や日頃お世話に

なっている方々， 170社約200名をお招きして開

かれました。景気もいまひとつぱっとしないの

に加えて，阪神地区を直撃した大震災の影響も

あってか，例年とは心なしか違ってぴりっとし

た空気。

まず第1部の経済講演。岩田聖隆副社長が関

西大震災について関係者へのお見舞の言葉を述

べ，昨年は需要先の生産の縮小や海外への移転

などで， きびしい状況になったが，国内の減少

を海外事業がカバーしてなんとかプラスになっ

た。今年は3月に米国本社の新社屋も完成し，

海外事業は更に活発に展開するのでよろしくと，

力強い挨拶の後，経済講演会に移り， 「新年の

日本経済」と題して第一勧銀総合研究所調査部

長の小谷野俊夫氏が講演しました。小谷野氏は，

95年度は公共投資頼みから脱して民間設備投資

今

●第一勧銀小谷野調査部長の景気見通しは……

が出るかどうかが鍵で，結論として景気は余り

期待できない， とのきびしい見通しでした。 95

年度は，企業収益が改善に向っており，機械受

注がプラスになってきている所から，民間設備

投資も緩やかながら出て来るだろうし，前年比

2.7％増位であり，マイナス成長にはならない

だろう， という結論でした。バブルの後遺症は

未だ尾をひきそうです。

講演会にひきつづいて社内研究として，技術

課主任補佐の小林裕司より 「ウエルドボルト溶

接後の状態」と題する発表が行われました。ア

シスタントは桜井圭-Oこのテーマは1992年3

月20日の第31回Qc事例大会で，上野謙一が自

由研究発表として報告しておりますが，今度の

発表はその成果をふまえ発展させたものです。

実験はS12C, S33C, S45C及びボロン鋼種

の溶接ボルトについて行われ，溶接後の硬度分

布と金属組織の実験を行った結果の報告です。

それによると炭素量が多いほど強度が強くなる
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●第一部経済講演会，会場は早くも満席
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●研究の成果を発表する小林（左） と桜井

がじん性が悪くなる。小林は衝撃で溶接部分か

ら折れる危険性があるとし, JISではS20C

以下の炭素鋼を使用することになっているが，

当社でS20Cを使用し， とゞうしても強度が必要

な時は, S45Cの角根丸頭ボルトを詞質したも

のを使用しているとし， ウエルドボルトについ

ては適正な材料を使わないと大きな事故につな

がるとし， ウエルドボルト以外の製品について

も, PL法が制定されるので材料の取扱いに注

意する必要があると指摘しました。

なお， ウエルドボルド溶接後の金属組織の顕

微鏡試験と硬度分布については， ＜シグマ＞

No.63を御参照下さい。

第1部の経済講演会と社員研究発表が終り，

ひきつづき午後4時から6階講堂で第2部の懇

親会に移りました。まず，岩田社長は今回の阪

●溶接ボルトのここが…と説明

神大震災について見舞の言葉を述べるとともに，

次のように述べました。 「ねじの生産は粗鋼の

1.5%といわれているが，昨年の粗鋼生産は’

億トンを一寸割った｡それからみると,ねじの生

産は約150万トン, 1兆円ということで，前年

をやや下廻った。円高によるユーザーの海外進

出で国内は空洞化されて問題になったが，当社

は10年近い歳月，海外展開して来たので， それ

らをカバーできた」と述べ， とくに米国につい

て， 「現在ロスアンゼルス， アトランタ， オハ

イオの3拠',}､(に在庫をもって， 日系企業の要請

に応えている。それらをさらに拡大すべ<， ア

メリカ本社を設け新社屋を建築中だったが， こ

の3月には完成する。東南アジアではシンガポー

ル，マレーシヤに加えて中国｢|j場を見すえて香

港に支店を設置した。今年も海外展開を充実し

へ

へ

●宴席に集う参会者一同

2

●「今年も海外展開を」と岩田社長が挨拶
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●今年もきびしいが成長をと第一勧銀望月常務

ていく方針なので，宜しく御協力願いたい｡」

つづいて，資材課・折原課長代理は， 「昨年

は香港に新しく支店を設け，海外拠点が6カ所

になるなと海外では活躍したが，国内では不振

に終った」として次のように報告した。 「海外

も現地企業との価格競争が激しく，安い価格で

納入を余儀なくされることが多かった。国内で

もユーザーはVA, VEで30%のコストダウン

を要求している」として，仕入先メーカーに対

し，①10％のコストダウン，②納期の厳守，③

高姉質の確保の3点を是非要望したいと述べま

した。

そして，品質の確保については本年度の目標

として， 「基本の見直しと実行」をかかげ， そ

のために①初物管理の充実,@PL法に対する

対応，③海外輸送品に対する検査表添付の充実

嘘
●品質の確保をと資材折原次長代理

の3点を要望したいと述べました。

つぎに来賓を代表して第一勧業銀行常務取締

役の望月正二氏は，今年もきびしい年になるか

と思うが，いくつか明るい指標も生れていると

し， イワタボルトについては， 「国内はもちろ

ん，海外事業も活発でグローバルな事業を展開

している， とした上で， さらに「基盤の強い企

業としての成長をしていることは， きわめて心

強いことである」と述べました。

終って， 日本ねじ工業協会副会長で㈱サトー

ラシ取締役社長佐藤義朗氏の音頭で乾杯をし，

懇親会に移りました。宴酎のうちに，やがて好

例のお楽しみ抽選会。盛大に盛り上る中で，最

後にオチアイ社長落合常夫氏の発声で中じめを

行い，午後6時賀詞交歓会を終了しました。

へ

へ

●オチアイ社長の威勢のいい中締め●ねじ業界の成長を， とサトーラシ社長佐藤ねじ協会長
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IBKフアスナー(マレーシヤ)移転

IBKFASTENER(MALAYSIA)Moved 〕tapnr2丘㎡ir

IBKファスナー（マレーシヤ）が，去る1月

23日 （月）に，下記の住所に移転しました。こ

れに伴い電話番号とFAX番記も変更となりま

したので，宜しくお願い申し上げます。

IBKFASTENER(MALAYSIA)SDN.BHD

LOT107GROUNDFLOORJALANSS6/1,

BLOCKAGLOMACBUSINESSCENTER

47301PETALINGJAYA,SELANGOR,MA

LAYSIA

新電話番号03(705)2566

＜日本からKDDダイヤル通話通話の場合＞

001-603-7052566

新FAX番号03(705)1739

＜日本からKDDダイヤルFAXの場合＞

001-603-7051739

八
＝毎

イワタボルト（シンガポール)が

アイワ（シンガポール)から表彰

IWATABOLT(S)Rewarded

イワタボルト ・シンガポールエ場IWATA

BOLT(SINGAPORE)PTE.LTD.は，先程，

納入成績優秀6社(BestSixQualityVendors)

の1社としてアイワ・シンガポールより表彰さ

れました。

八

全米フアスナー展， コロンバスで

NationalFastenerShow,Columbus

三重分室が三重出張所に変更

MIEBranchChangedName

ファスナーで世界経済の強化，のテーマで，

第15回全米ファスナー展15thNational lndust

rialFastenerShow&Conferenceは, 5月

8日～10日， オハイオ州コロンバスで開かれる。

ファスナー関係最大のショーとして年々発展し，

今年はすでに260社以上の参加が見込まれてい

る。景気好調なだけに近来にない活況を期待さ

れている。

三重分室（〒510三重県四日市市河原田町田

町藤市921-3．電話0593(47)1941が，平成7年1

月21日付で三重出張所に変更になりました。住

所・電話・FAXなどは従来通りです。
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（品質管理課）佐藤正志主事補2級(昇任）

（上田分室）矢崎昭紀主事補2級

（名古屋営業所）斉藤恒二主事補2級

（三重出張所）矢田喜敬主事補2級

（仙台営業所）沼田盛雄主事補2級

（群馬営業所）茂木三喜雄主事補1級

（三重分室）加藤雄大主事補1級

（福岡営業所）小佐井正之主事補1級

（厚木営業所）益田住男主事3級

（宇都宮営業所）山内耕作主事3級

（一関出張所）松田久義主事3級

（大阪出張所）佐名政信主事3級

く昇任者＞（平成7年1月13日発令・ 1月21日昇任）

（浜松営業所）川田靖博主任補佐

（富士営業所）荒木秀克主任補佐

(埼玉工場)塚田 洋班長より主任補佐

（品質管理課）佐藤正志主任

（五反田事業所）清野謙二主任補佐より主任

（埼玉営業所）小川一正主任補佐より主任

（浜松営業所）渡辺博史主任補佐より主任

（福岡営業所）金光良典主任補佐より主任

（電算室）奴賀博美主任より係長

（ｲﾜﾀﾙﾄUSA)鹿山 晃主任より係長

(ﾕｦ練靴)内藤安治係長より課長代理
く兼務者＞

（仙台営業所）江口征悟山形出張所長並に

一関出張所長兼務

（福岡営業所）勝俣憲二大阪出張所長兼務

く授賞＞

平成6年度品質月間2S改善活動が平成6年

10月21日～11月20日行われ，それぞれの部署に

おいて行われた2S改善活動に対して， 「平成

6年品質月間2S改善活動賞」として，当社シ

ンガポールエ場写真入りの素敵なテレホンカー

ドが社長より36部署， 246活動に対し贈呈。

＜優秀賞対象者＞

高橋広美(川崎支社）・木村けい子(川崎支社） ・

久美真紀(川崎支社） ・前嶋久美子(富士営業所）

l l l l l l l l l l l l I ’ ' ’ ’ ' ’ ’ ’ ’ ' ’ ’ ' ' ’ ' ' ’ ' 1 | ｜ ｜ | l l l l l l l I l I l l ｜ | I l l l l I l l I l l l l l l l l I l l l l l l l I l l I l l l l I ｜ | ｜ l l l I l l l l l l l

平成7年の年頭集会で

各統括所長が所信を表明

昇格・昇任を発令,永年勤続者を表彰

RatingRank&Promotion,Awarding
l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

平成7年（1995年）年頭集会は， 1月13日

（金）午後12時45分から，東京・西五反田の本

社6階講堂で行われました。まず，総務の開会

の辞に始まり，物故者に対する1分間の黙祷，

社歌を斉唱の後，岩田社長より年頭の挨拶があ

りましたが， この中で岩田社長は， きびしい時

代だが今年は米国本社も完成し， きびしさを乗

り越える年にしたいと述べました。ついで別記

のように昇格，昇任などの人事の発令があり該

当者は夫々辞令をうけた後，副社長始め各統括

所長より力強い所信の表明力垳われました。終っ

て皆勤賞，精勤賞など，各種の個人又は団体へ

の表彰が行われ，その都度，満場から盛大な拍

手が送られました。

最後に，栃木工場小林裕司君の「ウエルドポ

ルトの溶接後の状態」と題する社員発表があり，

岩田副社長の閉会の辞によって，年頭集会は無

事終了しました。

終って午後6時より，五反田ゆうぼうと7階

の「末広（スエヒロ)」で，昇格者，昇任者，

永年勤続者を囲んで懇親会が開かれ，社長御夫

妻，副社長御夫妻を始め，支社長，工場長，室

長始め山下USA副社長，内藤シンガポール・

ゼネラルマネージャー，長倉香港ゼネラルマネー

ジャー，所長会議メンバー，各統括所長など総

員57名が出席，歓談のうちに今年の決意を語り

あいました。

＜昇格者＞（平成7年1月13日発令・ 1月21日昇格）

A

A
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朋剛脚溺

イワタボルトはUPSナットなど自社開発製品展示

とくに脱落防止のPタイプが好

止め戻り止めの効果があること，⑤耐熱性にす

ぐ、れている,'.'J<が特徴です。

VA効果例

1972年にエレクトロニクス製造技術展として

スタートしたインターネプコンは，現在世界10

カ国14カ所で開催されるまでになり，同時開催

の試験検査機器のエレクトロテスト ・ジャパン

を含め総合的なエレクトロニクス製造技術展と

して発展する迄になりましたが，今年から日本

初の技術相談型展示会として第1回コネクター・

ジャパンが加わることになり，内容が更に充実

されて1月18日～21日までの4日間，千葉県の

幕張メッセで開催されました。出展は503社，

入場者数も89,342名と，不況を反映してか前年

よりやや減少しましたが，会場の熱気は例年と

変らず。

イワタボルトも今回はコマ数を絞り，次のよ

うに重点占占目を展示紹介しました。

1 ) IBロック

M1.4～M6の緩み止め機能を持った精密小

ねじで，①他の緩み止めねじに比べて安価であ

ること，②繰返し使用が可能なこと，③自動機

採用でも粉の心配がないこと，④すぐれた緩み

’ 口

11口現 V A品

IBロック
← 缶 ←

M1.4×2.5

52

f丁

へ
品墹
材質
サイズ
コスト

精密ナベ小ね
SWCH16A

M1 .4×2.5ネ
100

じ

T

ジロ

’
ク

2)UPSナット

めねじの形状を僅かに変化させることで，標

準ボルトとの嵌合によって優れた緩み止め性能

が得られるナットです。

①優れた緩み止め効果があり，②繰り返し使

用が可能で，③他の緩み止めナットに比べ安価

に提供できること，④耐熱性などで問題がない

こと，⑤安定したトルク係数なので締付けも安

定して行え，⑥締付け完r時に緩み止め効果が

でるので，作業性が|hj上します。
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●アイデアと性能を求める

より4倍のスピードアップでかつ安価のため，

お客様に巾広〈御利用頂いております。

今回，会場にはとくに，東南アジア，台湾，

韓国の客が多く見うけられたようです。日本で

は産業の空洞化が歎かれる位アジアへの生産移

動が盛んですが，そうした動きを反映してかア

ジアの人々が日本の新技術を習得しようとの意

気込みが感ぜられました。とくにねじっこにつ

いて， 「すぐに持ち帰りたい｣， 「現地の代理店

はと､こか」など，要望や質問が多く聞かれまし

た。

なお， 5月16日～18日の3日間，横浜のパシ

フィコでく人と車のテクノロジー展＞が開催さ

れ，そこでもイワタボルトは展示と実演をしま

すので，皆様お誘い合せで御来場賜わりますよ

う。 (SOFI課新妻）

●イワタボルトは開発品を重点に

3）サーマガード

l l本のねじ業界では国内唯一のメーカーであ

る。元来はアメリカで宇宙航空用に開発された

もので，ベースはアルミの微粉末を焼付けする

捻装技術です。特徴としては，①塩水噴霧にす

ぐれていること，②耐熱性にすぐれていること，

③通電性にすぐれていること，④電食防止にす

ぐれていることです。

VA効果例

へ

１１
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映十サーマ ガード黒色
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58

4）ねじ自動供給機ねじっこ

精密ねじM1.4からM5.0までの座金組込み小

ねじ･TPねじ等使用できます。従来の手作業

へ

認
●会場は時間と共に熱気が●締付けへの関心はますます高まる
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●金光良典君と父茂黄さん

、

…優良社員父兄を

－~1

新春大相撲に招待 ●長沢聡君と母良子さん

朝

拳
Iド

曹

相つぐ、好勝負に酔う
1噴馴

篭＃

参参：
へ

InvitationtoGrand

Sumo-Wrstling

●山本勝巳君と父八郎さん ●金井太君と父宏光さんヘハー／、グー､-戸､ヅヘヅー、ダシー､-戸､一一､酉/~､=ﾉﾍｰ／、／因一因一～傘､_〆､／、グー､-Jヘーノヘ

イワタボルト新春恒例の，優良社員父兄・大 ｜口1日未明関1町地方を襲った阪神大震災の悲報

相撲初場所招待は, 1月17日 （火）東京・両国 相つぐ中で館内もただならぬ空気。土俵は終盤

国技館で行われ，今年は次の方々を招待しまし 戦に入って，いよいよ横綱．大関．上位陣直接

た。 対決の星のつぶしあい。この日は武蔵丸と若之

金光良典君(1984年入社・福岡営業所） と父． 花の優勝経‘験のある大関|呵士の対戦とあって館

金光茂黄さん（大分県宇佐I Ij) 内の昂奮と熱気は，いやが上にも高まる。一同

長沢聡君（1984年入社・太田出張所） と母． もすつかりたん能。

長沢良r-さん（埼玉県行m'ij) 打出し後，恒例のように，会場をJR中央線

山本勝巳君(1984年入社・栃木工場） と父・山 四つ谷駅に近いホテルニューオータニの17階，

本八郎さん（栃木県塩谷郡） ブルースカイラウンジに移し，社長，副社長，

金井太君(1984年入社・栃木工場） と父．金 室長なと§も|可席して，中華バイキングを味わい

井宏光さん（栃木県大Ⅲ原1i｣~) ながら歓談の一と時を過しました。
へ

●武蔵丸が若之花を押出す

●本社玄関前で，左から金井さん、 山本さん，長沢
さんゞ金光さん

“

…鐸渉…癖＊ 曇
＃
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SLボルトの性能について

PerformancesofSLBolts
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め効果を得ることが出来ます。また締付けによっ

1 ．はじめに て軸方向荷重が発生する実際使用時においては

めねじとおねじの接触は先ずおねじ山頂近くの

SLボルトは当社が開発したもどり止めボル 微小凸起において行われて，その御|頂次めねじ，

トです。ねじ嵌合におけるもどり止めについて おねじフランク間の接触に進むことになります。

は，従来ナットについて各種の方法が開発され 従って安定した締付けと共に，ゆるみにくい締

使用されて居ります。 SLボルトはボルトのお 結を得ることが可能です。

ねじにもどり止め機能を持たせたもので， タッ

プされためねじなどに対して有効に使用出来ま 3. SLボルトのねじ外観

す。 SLボルトのもどり止め性能について述べ

ます。 図2は六角SLボルトの外観を示しています。

おねじ山頂近くの微小凸起はねじ外周に当分4

2. SLボルトのねじ形状とゆるみ止め機能 ケ所， また軸方向には一定のリードを持って設

けられています。この微小凸起はねじ外径及び

図1はSLボルトおねじと標準めねじの嵌合 要求されるトルク性能によって，ねじ外周にl

拡大状態を示しています。図でおねじはねじ山 ～3ケ所とすることも可能です。

頂近くに微小凸起を設けて居ります。無負荷ね

じ込み時において，おねじの微小凸起がめねじ

のフランク面と緩衝することによって，ねじ込

み，ねじ戻し時に回転トルクを生じてもどり止

A

A

畷
図2図1
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4. SLボルトのもどり止め性能試験

SLボルトについて行ったもどり止め性能試験の一例を下記します。

試料ボルト : SL六角ボルト M8×25 (全ねじ）亜鉛クロメート処理

相手ナット :M8六角ナット2種亜鉛クロメート処理

もどり止め性能の評価基準: ISO2320の規格トルク値による。M8について

第1回目 第5回目

ねじ込み最大トルク

61.2kgf-cm以下

ねじ戻し初めトルク

8.7kgf-cm以上

ねじ戻し初めトルク

6.2kgf-cm以上

八＜試験方法＞

ボルト頭部を万力にセットする。ナットを回

転して，ボルト端面とナット上面が面一になる

までねじ込む。その後3回転のねじ込み，ねじ

戻しを行ってねじ込み最大トルク及びねじ戻し

初めトルクを読む。これを5回繰返して各回に

おけるねじ込み最大トルク，ねじ戻し初めトル

クを読む。

＜試験結果＞

供試5ケの試験結果を下表に示します。 (単位kgf-cm)

１
２
３
４
５

７
７

7

試験結果は，試料ボルトがISO規格のもどり

止め性能を規格値低目で満足していることを示

しています。

八

5．むすび

SLボルトはおねじにもどり止め機能を具え

ていますので，従来もどり止め機構を附与する

ことがむずかしいタップ孔部に使用して有効で

す。例えば植込ボルトの植込側ねじなどに適す

ると思われます。

10

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目

ねじ込み最大ねじ戻し初め
(61.2以下） （8.7以上）

ねじ込み最大ねじ戻し初め ねじ込み最大ねじ戻し初め ねじ込み最大ねじ戻し初め
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UPS-PタイプQナット，'の性能について

PerfOrmancesofUPS-PtypeNUTs

付け使用時においてゆるみ止め性能を発揮しま

すが，万一締付けが不充分な場合に，ゆるみが

発生してナットのもどりが生じた場合に，ナッ

トがボルトから脱落することも考えられます。

そこでUPSナットの機能に更に戻り止め性能

を付加すべ〈考案したものがUPS-Pタイプ

ナットです。

UPS-Pタイプナットの性能について述べ

1 ．はじめに

UPSナットのゆるみ止め性能について，各

ねじサイズにわたって試作試験を行ってゆるみ

止め性能を確認して居ります。試験の結果, U

PSナットは現在一般に使用されている各種も

どり止めナットと同等， またはそれ以上のゆる

み止め性能を示しています。UPSナットは締

A

ます。

"）上、ソナ厄

‘、 》》／

ン）上､ソナb

図1

A
2. UPS-Pタイブナットのゆるみ止め及びもどり止め機能

UPS-Pタイプナットと標準おねじの嵌合状況を図1に示します。

、 ／

1

ノ
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図で示すように, UPS-Pタイプナットめ

ねじはねじ山角度は軸対称で半角30.＋a。 ，内

径，有効径，谷の径はUPS-Fタイプナット

(今までのUPS)と同様です。ピッチのみが

UPS-Fタイプナット及び一般ナットと異な

ります。図示の如く， ピッチは一般ピッチpよ

り微少量αだけ大きくしています。

図2は，おねじの標準ピッチβとUPS-P

タイプナットのピッチ（β＋α）の嵌合によっ

て嵌合ねじの内で両端部A. Bフランクで競り

合いを生じている状態を示しています。図でめ

ねじピッチの微小調整量αの値は，次の様な考

えで設計されています。即ち規格のめねじ及び

おねじのねじ寸法は，嵌合を容易にするために

めねじは基準寸法より大きく，おねじは小さい

寸法に規定されています。従って図で見られる

如く規格寸法のめねじ，おねじ間には軸方向の

ピッチ間隙があるわけです。標準2級ねじにつ

いてこのピッチ間隙は,M6～M12の範囲では

ほぼ0.1mmになります。図2で示す様に，ナッ

トのめねじとボルトのおねじが競り合いを生ず

るためには，例えばナット上面近くのフランク

Aと座面近くのフランクBの2ケ所で競り合う

ことが必要になります。規格ナットの高さから

ナットのねじ山数nが決まります。UPS-P

タイプナットの微小ピッチ差αから，ナットね

じ山の集積ピッチ差は、αとなります。、αの

値が前述のピッチ間隙より大きければ競り合い

が得られるわけです。 αの値は, ISO及びJ

IS規格でねじ径毎に規定されているプリベリ

ングトルクの値を満足するように設計されてい

ます。

A

3.M8UPS-Pタイブナットについて試作試験の結果

M8UPS-Pタイプナットのもどり止め及びゆるみ止め性能について試験した結果を報告します。

3－1 もどり止め性能

試験試料 M8UPS-Pタイプフランジナット （セレート付） 亜鉛クロメート処理

相手ボルト 六角ボルトM8×40 亜鉛クロメート処理

ISO2320またはJISB1056で規定されているプリベリングトルク値

第1回目

悪露悪－F
第5回目

ねじ戻し初め

6.2kgf-cm以上

ねじ戻し初め

8.7kgf-cm以上 A

＜試験結果＞

第4回目

最大ね|涙

試験結果からトルク値は規定値の低目にあること。また1回目から5回目までのトルク値の下り方が比
較的に少いことがわかります。

12

第1回目

ねじ込み最大ねじ戻し初め

第2回目

ねじ込み最大ねじ戻し初め

第3回目

ねじ込み最大ねじ戻し初め

第4回目

ねじ込み最大ねじ戻し初め
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3－2 ゆるみ止め性能

く試験試料＞

①M8UPS-Pタイプ六角ナット1種 亜鉛クロメート処理

②M8UPS-Pタイプフランジナット （セレートなし）亜鉛クロメート処理

く試験機＞

横振動式ゆるみ試験機

振幅:0.4mm,振動数:300r.p.m,初期締付力:600kgf,

潤滑：座面に軽くマシン油塗布

く試験結果＞

①M8UPS-Pタイプ六角ナット (1種）亜鉛クロメート処理

500kg
の締f

八

川
副
伽
仙
別
一
肌
弧

②M8UPS-Pタイプフランジナット （セレートなし）亜鉛クロメート処理

脚
仙
帥
師
別
一
託
靴

１
２
３
４
５
｜
｜
Ｘ
Ｒ

八

定常ゆるみ量，ゆるみ率：初期ゆるみ発生後20秒間におけるゆるみ量，ゆるみ率

全ゆるみ量，ゆるみ率：試験初めから初期ゆるみを含めた全ゆるみ量，ゆるみ率

試験結果から六角ナット， フランジナット共に標準ナットよりもはるかにゆるみ量が少ない。また一般

に使用されているもどり止めナットに比較して同等以上の性能を有するものと見られます。

4．むすび

は従来の各種もどり止めナットよりも優れた性

能を示すものに見られます。

UPS-PタイプナットはUPS-Fタイプ

ナットのゆるみ止め性能に，更にもどり止め性

能を加えたもので，優れた締付け性能を有する

ものと云えます。またUPS-Pタイプナット

13
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知っておきたい.「ねじの常識」……技術開発課・中村

ねじについて言えば99％は鉄製です。電気機

器用に銅製のリベット，船舶用に真鐡製のねじ，

化学工業用にチタン製ボルトが使われる等の例

はありますが，量的には僅かです。

現在材料からみると鉄は圧倒的に優位に立っ

ていますが，唯一の泣き所があります。それは

鉄は非常に錆びやすいことです。あぶら気の全

くない鉄板を一晩外にほっておくと，水もかか

らないのに全面にうっすらと錆びが出てしまい

ます。

鉄製品は何らかの処置をしないと錆びて，つ

いにはぼろぼろになってしまうものなのです。 A

そこで一時的には油を塗る，恒久的にはペンキ

を塗ったりめっきしたりしなければなりません。

ペンキ塗りでは，下地処理の方法，塗り方にも

より，置かれた環境でも違いますが，早ければ

3年でさびてきます。めっきの場合は前処理を

きちんとしますからもっと寿命はあります。

何れにしてもペンキでは塗り替え，めっきも

つけなおししなければなりません。

私共の扱っているねじではペンキ塗りはまず

ありません。それはペンキは薄く塗れないから

です。薄くないとボルト，ナットを組み合わせ

たとき，ねじが入って行かないのです。ことに

ねじの谷をペンキが埋めるのでねじには使われ

ません。

工作機械で賞用されるソケットスクリュー等A
は燐酸処理してから防錆油をぬります。建築用

その他のボルトは出荷までは油塗り，組み付け

たあとペンキ塗りが普通のやりかたでしょう。

その他のねじ類， ことに広く使用されるM8以

下のボルト，ナット， タッピンねじ， ワッシャ

類でめっき無しのものはまず無いといってもよ

いでしょう。

以前はねじのめっきでいろいろ問題がありま

した。めっきの厚みが一定せず，厚すぎてナッ

トに入らなかったり，薄すぎてめっきのついて

いない部分があったりしました。水素脆性がわ

鉄の錆びとめっき
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIllllllllllllllllllllll

わたしどもの周囲には金，銀，銅，アルミと

色々な金属がありますが，量的には圧倒的に鉄

が使われています。

何故でしょうか。値段が安いからなのです。

その上，鉄は成分を変えると強さを簡単に変更

することができます。ものによては熱処理をす

ると大幅な強さの増大もできます。

そのため，小はわれわれに身近なねじから，

大は鉄橋やタンカーまで鉄で作られています。

金，銀，銅は天然に産出するので古代人も装

飾用として使用しました。

これに対し，鉄そのものは天然には産出しな

いので，製鉄には鉄鉱石を高温に加熱し還元反

応を行なわせなければなりません。インド，ペ

ルシャが発祥の地とされている製鉄も実用され

たのは青銅器文化の後になります。日本へは弥

生時代後期に中国から韓国経由で鉄器が入って

来ました。

とにかく昔は鋼鉄は大変貴重でした。刀剣や

釣り針，大工道具，鍬，鎌に大事に使われる位

で，板を釘づけにするとか釘で箱を作るとかは

考えられませんでした。これは西洋でも同じで，

鉄でレールを作って何百メートルも地面に敷く

とか，船を作るとかは考えられなかったことで

した。

18世紀後半の産業革命で鉄の需要が急に増大

し， これを受けて製鉄法の技術革新が起こり19

世紀の鉄の時代が始まりました。
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終わったが，ねじはとうの昔に出荷されていた

ということになります。

しかもこの試験で好成績をとっても実際と一

致するとは限らないとの苦情が出はじめました。

これは欧米で冬，融雪用に道路に塩をまくよう

になって， 自動車の錆びが問題になってからの

ことなのです。そこで連続して食塩水の霧を吹

き付けるのでなく，間欠的に，吹き付けたり乾

かしたりする各種の試験方法が登場しました。

同時に対策品として黄色クロメートでなく緑色

クロメートや，亜鉛と鉄（黒色)，亜鉛とニッ

ケルのアルカリ性合金めっき （黄色)，亜鉛と

錫（黄色）その他各種のめっきがねじに使われ

だしました。

亜鉛めっきは塩水に弱いのですが，酸性雨で

は亜鉛ニッケル合金めっきは非常に弱く他方亜

鉛鉄合金めっきはすぐれているとされています。

クロメート処理はクロム酸の水和物を亜鉛の

表面につけているのでねじの温度が80℃にもな

ると水和物が分解して，耐蝕性ががた落ちする

欠点があります。自動車のエンジンまわり等に

は使えません。この点サーマガードはセラミッ

クを素材にしているため600℃までの耐熱性を

持っています。なお，錫めっきが弱電用に，ニッ

ケルめっき， クロームめっきが装飾用に用いら

れています。クロームめっきねじは価格の点か

らステンレスねじに変わってきています。

からなくて， タッピンねじでとめた天井のねじ

頭が翌朝みたら大半がとれて床に散乱していた

といったことも経験しました。

ねじのめっきは，昔は， カドミめっきが耐蝕

性も仕上りもよく，使い勝手がよいことから

（ねじ込み時の摩擦係数が小さく安定している）

自動車用に使用されていました。今でも航空機

用に使われています。

しかし20年程前イタイイタイ病の公害問題か

らカドミめっきが亜鉛めっきにきり変わったと

き，亜鉛めっきだけでは耐蝕性も，見た目にも

ハカドミめっきに劣ることからユニクロという，

一旦黄色クロメートをつけて脱色処理する銀色

のめっきが主力でした。これは黄色クロメート

の色が揃わず嫌われたためです。ふたつ並んだ

ねじの頭の色が全く違うことさえありました。

これらを含めねじ類のめっき作業が完全自動

化されて問題は解決しました。亜鉛めっき黄色

クロメート処理のねじで同一ロットで黄色がば

らつくことは殆どありません。

めっきの話は簡単ではありません。何といて

も公害企業であること，水素脆性処理用の電気

炉をラインに組み込んだ装置産業的な設備になっ

ているのに作業工程の最後のため小回りを要求

されること, 3K職場で作業者が集まらないこ

となどから将来に暗い影を投げ掛けています。

A最後はめっきの検査です。普通はめっきの厚
さを測定し規程の範囲内に収まっているかどう

かを検査します。それは薄くてはだめですが，

厚すぎてもナットに入らなくなるので困るから

です。しかし代用検査であって，本当はねじを

使用していて錆びるか否かを検査すべきです。

勿論これは望むべくもありません。そこで促進

試験として塩水噴霧試験が行なわれています。

これは5％の食塩水を35℃の箱の中で霧状にし

てねじに吹きつけて錆びがでるまで何時間かかっ

たかを調べる検査法です。この検査は最低でも

3日，長いのは40日と時間がかかるので検査は

連載く2＞

l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l ｜ ｜ l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

知っておきたい「ねじの常識」……技術開発課・中村

マイナスねじから

プラスねじへ
1lllllllllllllllllllllllllllllllllIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

ボルト，ナットをしめるときはスパナとかし
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ンチでしめます｡

小ねじではマイナスドライバーとプラスドラ

イバーの使い分けが必要です。プラス頭とマイ

ナス頭があるからです。しかし今ではマイナス

ねじを知らない世代がでてきて，今昔の感をい

だきます。昔はマイナスねじが主流どころでな

く，プラスねじは無かったのでしたから。

プラスねじを知ったのは戦争も終わりの頃で

す。知ったといってもほんの一部の人たちだけ

でした。それは本土空襲で打ち落とした爆撃機

B29を調べて発見したからです。プラスねじを

初めて見た技術屋はなんと思ったことでしょう。

あの焦土のなかで，プラスねじが組み立て作業

上どんなに生産性に寄与しているかなど考えて

いるひまは勿論なかったことだったのだろうと

思います。マイナスねじが身の回りから姿を消

したのは1970年代でしょうか。家電製品の普及

からです。

しかし欧州では今だに相当量のマイナスねじ

が使われています。プラスねじ発祥の国米国で

さえも同様です。

価格からしても製作時に一工程少ないので安

く，締め付け作業でも利点のいくつもあるプラ

スねじをどうして使わないのか不思議です

欧米， ことに欧州は案外保守的というか守旧

的なところがあります。例えば日本でさえ大正

末期に廃止した列車のねじ式連結器をいまだに

使っていることからもうかがえるかも知れませ

ん。

さて昔，プラスねじはマイナスねじの延長上

の発想であるとの解説をした人がいました。こ

れは半分は正しく半分は違っていました。とい

うのもプラスねじに2種類あるからです。我々

の言うプラスねじはフイリッブスねじで，その

他にただの十字で中心が凹んでいる十字穴ねじ

がリードプリンツねじとしてあるからです。歴

史的にはこのほうが古いのでしょうが今では忘

れられた形です。

マイナスねじはねじ頭部をヘッダーで成形し

たのち，摺り割り機という機械で， カッターで

切れ目をいれて溝をつくります。この機械の構

造上切られた溝の底面は平面ではなく，中高か

中低のアールとなります。ねじメーカーは生産

量を上げ， カッターの磨耗をすこしでも少なく

するため溝の深さを規格の最低に止めようとし

ます，そこに溝の底面がアールになっている最

小部分で検査することにしているのでマイナス

ねじの溝は大抵浅くできています。一方締め付

ける方はマイナスドライバーの刃の厚みはねじ

の溝に合ったものときめられているのを無視しA

てまさに手持ちの，たまたまそこにあったドラ

イバーで締めるので，薄いドライバーの刃でこ

じて溝を傷つけがちです。

Ⅲ，丸Ⅲねじではカッターでできるバリが残っ

て相手を傷つけたり完全に締らない等の不具合

も起こります。

また溝の幅と合ったドライバーを使ってもす

べって締め付け面に傷をつけることは日常起こ

りがちです， この為光学機器等では最終段階で

のねじ締め工程に気を使いました。 （今ではプ

ラスねじなのでこの心遣いはいらなくなりまし

た｡）

一方錆びたねじを緩めようとするとき大きい

トルクに対し頭の溝が浅いためねじをだめにし

て外せないということも日常経験します。これA
らの締め付け，弛ませる時の事故は， フィリッ

プス，プラスねじを使用することで殆どなくな

ります。

その上フイリップスねじは，食い付きという

効果があってドライバーにねじを押しつけると

食い付いてねじが落ちてこない特徴があります。

これで真上から垂直に締付けるとき以外の横向

きの締め付けにどれほど役立つかは経験すれば

納得するところです。

また締付け作業のロボット化， さらにはその

ライン化にマイナスねじでは考えられない貢献

16



での権利を一括して英国のGKN社に売却しま

した。GKN社は由緒ある大きなねじ会社です。

そのGKN社は勿論日本にも売込に来ましたが，

その時の条件に，ポジドライブ以外のねじをつ

くらないことというのがあったので， 日本では

一社も特許権を買いませんでした。GKN社と

してはこれによってポジドライブの普及を早め

たいと思ったのでしょうが，今うれているフイ

リッブスねじを止めて新規の売れるかわからな

いポジドライブの製造にとりかかる会社のあろ

う筈はありません。GKN社はポジドライブの

普及に色々手をつくしました。そしてたしかに

欧州では成功しました。しかしアジアでは殆ど

作られていないこと，世界のねじの供給基地は

アジアであることから見るとプラスねじの大部

分はフイリッブスねじといってよいのではない

でしょうか。

なお日本の十字穴の規格は外国とM3,M8

で違っています｡ JIS規格を作るときユーザー

がドライバーの種類をなるたけ少なくしたいと

いうことからM3でM3.5と共用する2番,M

8でM6と共用する3番の穴を採用しました。

このためM3では頭部の成形困難,M8では締

め付け困難という問題が残っています。

をしています。プラスねじはねじ頭部をヘッダー

で成形するとき，同時に十字穴をプラスパンチ

で成形します。以前はこのパンチがほんの一部

がかけて，製品が食い付き不良となることによ

るパンチ寿命が短いという問題がありました。

それがねじ材料の高級化，ヘッダーの高精度化，

パンチの材料や熱処理の改良に加え，パンチの

表面窒化処理で伸びてきました。

いまではプラスねじだけでなく，マイナスね

じを組み合わせたプラマイねじやマイナスねじ

までもヘッダーで一工程で成形されています。

ハフイリップスねじは米国のフィリップス社が

特許を持っていました。この特許が切れたのが

日本での普及の原動力となったのは間違いあり

ません。

さて特許権を売るだけのフィリップス社は，

フィリップス特許が切れたのでボジドライブと

いう改良形を出しました。これは十字が浅いの

でパンチ寿命は伸びると思われます。しかしそ

れ以外いわれる程の効能があるかはよくわかり

ません。というのも日本ではポジドライブの特

許を買って製造しているねじメーカーがないか

らです。

米国のフィリップス社はこの特許を米州以外

べている。ホイールボルト破損事故を要約す

ると3つある。第1は締付の不良で， このた

めボルトが疲労破損することが多い。整備工

の補修には適切な締付けが行われているか，

取付が油圧プレスできちんと行われているか。

ホイールナットのねじ山が締付過ぎで損傷し

ていないか。オーバトルクは大きな事故のも

とになることが多い。これと関連してエアレ

ンチを適切に整備することである。 （ファス

ナー・テクノロジー・インターナシヨナル，

Decemberl994)

八

ホイールボルト破損の事故原因

ボルトの破損による車の事故は米国では悩

みの種といわれており， とくに輸入ボルトが

大きな問題になっていたが，輸入ボルト以外

でも事故はたえない。冶金専門のコンサルタ

ント，ケンダール・クラーク氏は，乗用車や

トラックなどのホイールポルトの破損につい

て冶金学的立場からこの問題にふれてこう述
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